
氏名 ふりがな 市町名 学校名 学年

金賞 宮橋　美月 みやはし　みつき 小松市 小松市立松東みどり学園 6

銀賞 杉本　莉子 すぎもと　りこ かほく市 かほく市立七塚小学校 3

銅賞 林　真央 はやし　まお かほく市 かほく市立大海小学校 5

佳作 馬渕　晴 まぶち　はる 能美市 能美市立浜小学校 5

金賞 多田　彩世 ただ　あやせ 白山市 白山市立鶴来中学校 3

銀賞 田中　美優 たなか　みゆ 白山市 白山市立鶴来中学校 3

銅賞 向田　百華 こうだ　ももか 白山市 白山市立松任中学校 1

町　碧衣 まち　あおい 金沢市 金沢市立野田中学校 1

村井　華 むらい　はな 小松市 小松市立南部中学校 1

田中　友梨 たなか　ゆり 七尾市 七尾市立中島中学校 2

東口　茉央 ひがしぐち　まお 小松市 小松市立丸内中学校 2

池田　優美子 いけだ　ゆみこ 白山市 白山市立松任中学校 2

浦　柚希 うら　ゆずき 白山市 白山市立松任中学校 2

東　優奈 ひがし　ゆうな 白山市 白山市立松任中学校 2

八島　龍花 やしま　るか 白山市 白山市立松任中学校 2

安田　理乃 やすだ　りの 中能登町 中能登町立中能登中学校 3

吉野　陽南 よしの　ひな 中能登町 中能登町立中能登中学校 3

中
学
校
の
部

令和８年度明るい選挙啓発ポスター　県審査入賞者

令和8年10月7日審査
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別紙１



氏名 ふりがな 市町名 学校名 学年区分

金賞 南村　煌姫 みなみむら　きき 小松市 小松市立高等学校 1

浜田　由奈 はまだ　ゆな 小松市 小松市立高等学校 1

西川　有香 にしかわ　ゆか 金沢市 石川県立工業高等学校 2

髙橋　咲来 たかはし　さくら 金沢市 石川県立工業高等学校 2

島　百花 しま　ももか 金沢市 石川県立工業高等学校 2

中島　哲仁 なかしま　てつひと 金沢市 石川県立工業高等学校 2

位守　夏音 いもり　かのん 小松市 小松市立高等学校 1

岸　希美 きし　のぞみ 小松市 小松市立高等学校 1

前田　菜々星 まえだ　ななせ 小松市 小松市立高等学校 1

桶村　芽吹 おけむら　いぶき 金沢市 石川県立工業高等学校 2

倉坂　一花 くらさか　いちか　 金沢市 石川県立工業高等学校 2

澤木　琴音 さわき　ことね 金沢市 石川県立工業高等学校 2

瀧元　遥翔 たきもと　はると 金沢市 石川県立工業高等学校 2

谷口　珠菜 たにぐち　じゅな 金沢市 石川県立工業高等学校 2

安田　桜 やすだ　さくら 金沢市 石川県立工業高等学校 2

瀨戸　美波 せと　みなみ 羽咋市 石川県立羽咋工業高等学校 3

高
等
学
校
の
部

銀賞

銅賞

佳作



賞区分 作　品 氏　名 市町名 学校名
学年
年齢

石川県選挙管理
委員会委員長賞

その一票　明るい街へと　変える声 坂
さか

㞍
じり

　央
あきら

七尾市
七尾市立
中島中学校

中３

石川県明るい選
挙推進協議会会
長賞

一ぴょうは　みらいへおくる　メッセージ 吾郷
あごう

　健太
けんた

珠洲市
珠洲市立
上戸小学校

小２

一票で　変える未来と　ぼくらの暮らし 渡邉　楓人
わたなべ　　ふうと

野々市市
野々市市立
館野小学校

小６

その一票で　明日が変わる　わかれ道 木戸口　美怜
きどぐち　　　　　みれい

津幡町
津幡町立
条南小学校

小６

石川の　希望と想い　一票に 村島　咲心
むらしま　　えみ

津幡町
津幡町立
井上小学校

小６

君の願い　その一票で　叶うかも 中山　航希
なかやま　　こうき

内灘町
内灘町立
清湖小学校

小６

誰がいい？　自分で見極め　一票を 川井　紗衣
かわい　　　さえ

かほく市
かほく市立
高松中学校

中１

大事な日　ひとりひとりの　選択肢 山田　奏之介
やまだ　　　そうのすけ

かほく市
かほく市立
河北台中学校

中２

投票を　やらなきゃ社会は　変わらない 荒木　天晴
あらき　　　 てんせい

加賀市
加賀市立
東和中学校

中３

よく学び　推しを見つけて　投票へ 上野　那月
うえの　　　 なつき

金沢市 金沢高等学校 高１

復興へ　あなたの一票　広がる輪 梅川　紗奈
うめかわ　　さな

七尾市
石川県立

田鶴浜高等学校
高１

投票で　一人ひとりが　作る国 西谷　碧斗
にしや　　　 あおと

金沢市
石川県立

金沢伏見高等学校
高２

令和８年度　明るい選挙啓発標語入賞者

令和8年10月7日審査

優　秀　賞

別紙２



賞区分 作　品 氏　名 学校名
学
年

石川県選挙管理
委員会委員長賞

　世の中に少しでも不満や変えたい思いがあるなら、ま
ずは投票に行こう。話はそれからだ。高齢者よりも長い
年月を生きる若者が投票に行かないでどうするんだ。
社会の行方を他人任せにしてはいけない。先人が築い
た平和な環境に甘えるのではなく、自分たちの未来を
選ぶために、今もこれからも一人の有権者として投票
へ行こう。

山
やま

田
だ

　琉
る

稀
き

石川県立金沢伏見高等学校 3

石川県明るい選
挙推進協議会会
長賞

　初めての投票は、自分が社会の一員として責任を持
ち社会に参加する最初の機会だと思う。自分の意思を
示すことに大きな意味がある。ひとりの票が集まることで
社会は成り立っている。そのため、候補者や政治につい
てしっかりと調べ、自分で考え納得のできる一票を入れ
たい。これをきっかけに政治について、少しずつ知ろうと
思う。

中村
なかむら

　絢
あや

音
ね

石川県立羽咋工業高等学校 3

　新有権者になり、初めての投票だからこそ、選挙に行
ける日を楽しみに待っている。「行ったところで変わらな
い」、みんなはそう言うけれど。自分の一票で何かが変
わるかもしれないと思うと、とてもワクワクする。新有権
者だけでなく何度も選挙に参加している人も、選挙から
足が遠のいた人も。みんなこの考えを持ちみんなで社
会を作っていきたい。

今
いま

江
え

　望
も

花
か

石川県立羽咋工業高等学校 3

　初めて手にした一票は、私たちが社会に向かってあげ
る最初の「声」だ。「どうせ変わらない」ではなく、「私たち
が変えていく」。そんな決意をして投票所へ向かうべき
だ。小さな一票、小さな一歩かもしれないが、この一票
が、私たち若い世代が望む新しい未来を創り出し、より
良い社会を形成する。そう信じて、初めての投票をした
い。

大橋
おおはし

　航
こう

輝
き

石川県立羽咋工業高等学校 3

　私がたった一票投票したところで変わらない。そう思っ
ていた。だけど違った。その「たった一票」と呼べるもの
が「大事な一票」に変わる可能性があることを知ったか
ら。私の一票で日本が今後どうなるのか決まるかもしれ
ないから。だから私は投票したい。自分が、皆が住みや
すいような日本を目指すために。

萬
ばん

亀
き

　哉
かな

汰
た

石川県立金沢伏見高等学校 3

　「選挙行くよ」そう言われて私はハッとした。もう投票が
できる年になったんだと感じた。嬉しさもありどこか不安
も感じた。判断力が未熟な私が選挙に行ってもいいの
だろうか。だが逆に私たちのような若者の意見がこれか
らの将来を作っていく中で貴重な一票になるのではな
いのだろうか。まずは一歩踏み出す勇気。若者の声を
届けてゆこう。

大山
おおやま

　彩月
さつき

石川県立田鶴浜高等学校 3

令和８年度　新有権者のメッセージ入賞者

令和8年10月7日審査

優　秀　賞

別紙３



【高等学校の部】金銀銅６点

金沢市

石川県立工業高等学校2年 西川 有香

小松市

小松市立高等学校1年 南村 煌姫

金賞

小松市

小松市立高等学校1年 浜田 由奈

銀賞 銀賞



金沢市

石川県立工業高等学校2年 中島 哲仁

金沢市

石川県立工業高等学校2年 髙橋 咲来

銅賞

銅賞 銅賞金沢市

石川県立工業高等学校2年 島 百花



白山市

白山市立松任中学校1年 向田 百華

白山市

白山市立鶴来中学校3年 多田 彩世

金賞

白山市

白山市立鶴来中学校3年 田中 美優

銀賞 銅賞

【中学校の部】金銀銅３点



【小学校の部】金銀銅３点

かほく市

かほく市立大海小学校5年 林 真央

小松市

小松市立松東みどり学園6年 宮橋 美月

金賞

かほく市

かほく市立七塚小学校3年 杉本 莉子

銀賞 銅賞
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